
熱中症予防対策ダイジェスト
①ＷＢＧＴ値の活用

暑熱環境を評価するには、気温、湿度、風速、輻射（放射）熱を考
慮し、総合的に評価する必要があります。ＷＢＧＴは、これらの要素
を総合したものです。

ＷＢＧＴ（湿球黒球温度：単位℃ Wet-Bulb Globe Temperature 

暑さ指数とも呼ばれています。）

出典：「職場における熱中症予防対策マニュアル」厚生労働省
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ＷＢＧＴ値の測定器は、気温、自然湿球温、黒球温を測
定することにより、ＷＢＧＴ値を算出します。

ＷＢＧＴ値＝0.7tnw＋0.3tg（太陽照射のない場合）

ＷＢＧＴ値＝0.7tnw＋0.2tg＋0.1ta（太陽照射のあ
る場合）

Tnw：自然湿球温度 tg：黒球温度 ta：気温
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ＷＢＧＴ値をリアルタイムで算出できる測定器もありま
す。なお、ＷＢＧＴ指数計は、日本産業規格（ＪＩＳＺ
８５０４又はＪＩＳＢ７９２２に適合したものを配備し
てください。）

※ 黒球が付いていない測定器は、日本
産業規格に適合しておらず、特に屋外炎
天下や輻射熱がある作業場所においては、
ＷＢＧＴ値が実際より低く表示されるこ
とがあります。
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衣類の組合わせによりＷＢＧＴ値に加えるべき
補正値
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衣類の組合わせによりＷＢＧＴ値に加えるべき
補正値

算出されたＷＢＧＴ値に、表に掲げる衣類の組合わせに対応し
たＷＢＧＴ補正値を加える必要があります。

補正値は、一般にレベルＡと呼ばれる完全な不透湿性防護服に
は適用できません。

また、重ね着の場合に、個々の補正値を加えて全体の補正値と
することはできません。
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ＷＢＧＴ熱ストレス指数の基準値表

この表は、日本産業規格 Z 8504(人間工学―WBGT(湿球黒
球温度)指数に基づく作業者の熱ストレスの評価―暑熱環境)附属
書A「WBGT熱ストレス指数の基準値表」を基に、同表に示す代
謝率レベルを具体的な例に置き換えて作成したものです。

熱に順化していない人とは、「作業する前の週に毎日熱にばく
露されていなかった人」をいいます。
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ＷＢＧＴ値の測定評価にあたっては、暑い日に限らず、身体作
業強度が‶大″であるとき、放熱しにくい作業服を着用するとき
にも、その要因を加味して熱中症発生リスクを判断する必要があ
ります。

事前にＷＢＧＴ値がそれの基準値を超えることが予想される場
合は、作業中にこまめに測定することが必要になります。

ＷＢＧＴ値が基準値を超える又は超えていると考えられる状況
は、熱中症の発生リスクが存在すると判断して、作業環境管理、
作業管理、健康管理の観点から可能な限り対策を行ってください。

熱中症の予防のために
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